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今
年
の
夏
は
、
猛
暑
と
集
中
豪
雨
の
繰
り
返

し
で
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
爽
や
か
な
芸
術
の
秋
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
文
化
祭
は
、
市
民
展
が
第

三
十
九
回
、
芸
能
祭
は
第
二
十
九
回
目
に
な
り

ま
す
。
伝
統
あ
る
文
化
祭
が
地
域
の
皆
さ
ん
の

「
手
作
り
」
の
文
化
祭
と
し
て
こ
の
よ
う
に
長

く
息
づ
い
て
い
ま
す
。
誰
で
も
出
品
応
募
し
、

出
演
で
き
る
市
民
展
と
芸
能
祭
で
す
。

　

文
化
祭
が
日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
制
作
に
取
り

組
ん
で
き
た
「
作
品
」
や
、「
歌
や
踊
り
」
の
発

表
な
ど
で
、
に
ぎ
や
か
で
、
実
り
あ
る
市
民
展

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

文
化
活
動
は
地
域
住
民
の
心
豊
か
に
な
る
大

き
な
よ
り
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。
文
化
活
動

を
通
し
て
、
住
民
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
建
て
か
え

に
よ
り
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
思
い
出

多
い
今
の
公
民
館
で
の
文
化
祭
は
あ
と
二
回
で

終
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
協
力
で
立

派
な
文
化
祭
に
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

杉本　昭彦

小須戸文化協会
会　長

伝
統
の
文
化
祭
に

　
　

多
く
の
参
加
を
！

大
募
集

市
民
展

芸
能
祭

会　　　場
小須戸地区公民館 [全館 ]

部　　　門
日本画・洋画・書道・拓本・
写真・工芸・版画・彫塑・
文芸・その他

出 品 資 格
秋葉区内在住者、または
通勤、通学している方

出 品 点 数
１人２点以内

展　　　示
出品作品はすべて無審査で
展示します
展示期間中の搬出はできません
展示方法は主催者側に一任ください

出　品　料 無　料

（郵送も可）

（ＦＡＸも可）

（郵送も可）

出品申込み
出品申込書に記入して切り離し、
９月24日（火）～10月17日（木）まで
に小須戸地区公民館へ ※締切厳守

搬　　　入
10月31日（木）～11月１日（金）
午前９時～午後９時
小須戸地区公民館へ

搬　　　出
11月３日（日）　午後４時～午後５時
11月５日（火）　午前９時～午後９時

その他 作品の保全
責任を持って取り扱いますが、
不慮の災害・事故等については
この限りではありません

第第39回第39回

11月２日（土）（土）

　～３日（日）（日）
11月２日（土）

　～３日（日）

市民展市民展市民展

作 品

募 集

会　　　場
小須戸地区公民館 ３階ホール

部　　　門
演奏・唄・マジック・演舞・
寸劇・ダンス・大道芸・
その他

出 演 資 格
小須戸文化協会所属団体と
秋葉区内で活動している団体や個人

出　演　料 無　料

出 演 時 間

出演申込み
出演申込書に記入して切り離し、
９月24日（火）～10月８日（火）までに
小須戸地区公民館へ　　※締切厳守

団体10分以内　個人５分以内

そ　の　他
出演者・団体は「事前打合せ会議」に
必ず出席ください。
日程は決まり次第連絡いたします

第29回第29回

11月10日（日）（日）

芸能祭芸能祭芸能祭

出 演

募 集

文化の秋を彩ってみません文化の秋を彩ってみませんか!文化の秋を彩ってみませんか!

11月10日（日）

　

今
年
中
学
校
で
の
最
後
の
体
育

祭
。
中
学
校
生
活
で
一
番
盛
り
上

が
る
行
事
で
あ
り
、
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
た
行
事
で
す
。
今
年
か

ら
黄
軍
が
で
き
、
赤
、
青
、
黄
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
念
願
だ
っ
た

黄
軍
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

体
育
祭
で
の
男
子
の
み
ど
こ
ろ

は
「
棒
倒
し
」
で
女
子
は
「
騎
馬

戦
」
で
す
。
そ
し
て
一
番
の
み
ど

こ
ろ
は
「
本
部
前
で
の
応
援
」
で

す
。
本
部
前
応
援
は
す
ご
く
盛
り

上
が
り
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

私
は
『
グ
ッ
ズ
長
』(

応
援
グ
ッ

ズ
を
作
る
）
と
い
う
仕
事
を
や
り

ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
大
き
な

役
割
で
最
初
は
不
安
で
し
た
。
で

も
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
の
行
事
が
三
年
間
最
後
の

行
事
に
な
る
の
で
一
つ
一
つ
の
行

事
を
お
も
い
っ
き
り
楽
し
み
充
実

し
た
中
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で

す
。

「
体
育
祭
」

長 

澤  

藍 

さ
ん

小
須
戸
中
三
年

　

八
月
十
八
日（
日
）本
町
二
丁
目
、

三
丁
目
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
小

須
戸
商
工
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、「
小
須
戸
喧
嘩
太

鼓
」
、
小
須
戸
小
学
校
児
童
に
よ
る

「
小
須
戸
甚
句
樽
囃
子
」
、
小
須
戸

保
育
園
児
お
よ
び
小
須
戸
幼
稚
園

児
に
よ
る
遊
戯
、
結
心
こ
す
ど
に

よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が

運
行
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
か
ら
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
と
小
須
戸

郵
便
局
の
２
団
体
が
出
店
、
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
五
日（
日
）本
町
通
り
で

四
町
内
の
若
衆
が
そ
れ
ぞ
れ
自
慢

の
燈
籠
を
押
し
合
う
小
須
戸
「
喧
嘩

燈
籠
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
三
七
〇
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
期
間
中
約
六
、
五
〇
〇

人
の
観
客
は
、
勇
壮
な
灯
籠
の
ぶ

つ
か
り
合
い
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。

商 工 ま つ り商 工 ま つ り商 工 ま つ り喧嘩燈籠なつり喧嘩燈籠なつり喧嘩燈籠まつり

世
代
を
超
え
て

勇 

猛 

果 

敢

小須戸地区公民館　〒956-0101 秋葉区小須戸117　℡:0250-38-2234　FAX:0250-38-3041
◆市民展・芸能祭の募集要項および申込書は下記の施設内にあります。

小須戸地区公民館・小須戸出張所・ふれあい会館・新津地区公民館・秋葉区役所

（ＦＡＸも可）

申込み
問合せ

ま
つ
ま
つ
り
二
り
二
題

ま
つ
ま
つ
り
二
り
二
題

ま
つ
ま
つ
り
二
り
二
題

ま
つ
り
二
題







俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

どなたでも投稿できます。題材は自由です（お一人一句または一首）
俳句、川柳、短歌の作品の区別、住所、氏名（ペンネーム可）
電話番号を明記し９月20日（金）までに小須戸地区公民館へ。

俳句・川柳・短歌募集

俳　　　　　句 





















































文　

芸　

欄

梅
雨
じ
め
る
朝
刊
の
香
を
広
げ
け
り      

渡

辺

信

子

水
の
辺
の
鳥
あ
わ
た
だ
し
梅
雨
出
水　
　

  

馬

場

綾

子

戻
り
梅
雨
戻
ら
ぬ
猫
を
待
つ
日
暮        

風

間

幸

子

幼
な
児
の
話
し
上
手
の
夏
座
敷　
　
　

    

須
藤
恵
美
子

茄
子
漬
け
の
紺
の
青
さ
に
箸
を
と
る      

丸

山

草

雨

端
居
し
て
こ
の
場
こ
の
椅
子
父
の
こ
と    

熊
倉
ひ
ろ
む

墓
参
り
出
来
ぬ
淋
し
き
老
い
と
な
る      

五
十
嵐
香
月

　
　
　
　
　
　
　

「
公　

募
」

シ
ャ
ワ
ー
浴
老
々
介
護
や
秋
日
差　
　
　
　

笠

原

工

嗣

生
き
て
い
く
喜
怒
哀
楽
の
米
を
研
ぐ      

能
登
と
し
お

二
世
帯
で
明
け
る
厨
の
朝
の
陣　

        

増

井

都

留

ま
な
板
の
く
ぼ
み
が
語
る
主
婦
の
自
負    

会

田　

修

朝
採
り
の
野
菜
と
笑
い
合
う
厨          

保

科

志

枝

一
叢
の
萩
の
粗
な
ら
ず
密
な
ら
ず

　
　

わ
づ
か
の
風
に
大
げ
さ
に
揺
る 　
　

 

加

藤　

茂
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〈台所〉
川  柳

〈公募〉
短　歌 俳　　　　　句

か

べご

な　

す

こ
ん

は
し

は
し 

い

ば

お

く
り
や

く
り
や

ゆ

ひ
と
む
ら
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

「
今
「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
」

子
ど
も
た
ち
は
」
（199）

 

シ
リ
ー
ズ

「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
」

小
須
戸
調
査
隊
の
活
動

日  時：10月12日(土) 10時から12時
会  場：小須戸地区公民館〔２階  学習室〕　　料  金：無料 １人50分
カウンセリング：５人の女性カウンセラーが対応。秘密は固く守られます。
申込み：小須戸地区公民館    問合せ：080-1374-5611（森田）
主　催：日本臨床心理カウンセラー連盟

日  時：９月29日(日)午後１時から　　会  場：新津健康センター

参加費：1,000円　　 主　催：秋葉区川柳クラブ　　問合せ：☎38-2014 能登まで

 
 

小
須
戸
小
学
校
の
四
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
（
な
な
い
ろ
）
で

「
小
須
戸
調
査
隊
」
と
い
う
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
須
戸

の
町
屋
や
ボ
ケ
の
花
、
喧
嘩
燈
籠

小
須
戸
甚
句
、
子
育
て
地
蔵
な
ど

全
部
で
十
の
テ
ー
マ
か
ら
、
自
分
が

興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
対
象
を
し
ぼ

り
、
取
材
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

通
し
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
小
須
戸
で
も
、

知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
新
た
な
発
見

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
子
ど

も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
町
屋
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ

こ
数
年
、
町
屋
の
模
型
を
作
っ
て
お

り
、
今
年
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
「
小
須
戸
町

並
み
景
観
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
の

石
田
さ
ん
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
製
作
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

10月の悩み無料カウンセリング
のお知らせ

 
 
 
 
 
 
 
 

小
須
戸
小
学
校 

教
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
井
達
哉

秋葉区川柳大会のご案内





町屋ライトアップ＆まちなか演奏会町屋ライトアップ＆まちなか演奏会町屋ライトアップ＆まちなか演奏会

～ みずつち文化創造２０１３　市民プロジェクト ～

◆日　時　９月21日（土） 午後４時～８時まで

◆会　場　小須戸地区商店街（小須戸商工会周辺）

◆主なイベント　　※地元の方々も出演します。

　　　　　糸巻き行燈、暖色蛍光灯点灯　　　 16：00～ 本町通界隈

　　　　　大正琴演奏（小須戸大正琴愛好会）16：30～ 町屋ギャラリー薩摩屋

　　　　　フラダンス（海津聡美）        　17：00～ 町屋カフェわかば

　　　　　サックス演奏（長澤孝明）        17：45～ あかりや

　　　　　バイオリン演奏（加藤礼子）      18：30～ 了専寺

◆その他　各会場、演奏会の入場無料「あかりや」「町屋カフェわかば」で飲食可能

　　　　　申込不要　直接イベント会場へ

◆主　催　小須戸小学校区コミュニティ協議会

◆日　時　 10月27日（日） 午後1時　キックオフ

◆会　場　 ビッグスワン（湘南ベルマーレ戦）

◆費　用　 小・中・高校生1,000円　大人3,000円（全席指定）

◆申込み　 10月11日（金）まで小須戸地区公民館へ　小学生は付き添い必要

◆主　催　 小須戸地区スポーツ振興会　　

バスでアルビレックス新潟のサッカーを観に行こうバスでアルビレックス新潟のサッカーを観に行こうバスでアルビレックス新潟のサッカーを観に行こうバスでアルビレックス新潟のサッカーを観に行こうバスでアルビレックス新潟のサッカーを観に行こう

夢中で取り組む子どもたち

～８月の公民館事業～











いろんなことを学べたねいろんなことを学べたねいろんなことを学べたねいろんなことを学べたねいろんなことを学べたねいろんなことを学べたね

 
 

八
月
十
七
日
、
北
区
の
「
水
の
駅
ビ
ュ
ー
福

島
潟
」
で
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
２
回
目
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

潟
舟
に
乗
っ
て
福
島
潟
を
一
周
し
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
や
ち
ょ
う
ど
見
頃
の
オ
ニ
バ
ス
の
花

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ュ
ー
福
島
潟
の

レ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
教
え

て
も
ら
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
た
く
さ
ん
釣
れ

て
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

生
き
物
を
見
て
触
れ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
自

然
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 
 

八
月
二
十
日
、
二
十
七
日
に
ふ
れ
あ
い
会
館

で
、
八
月
二
十
二
日
、
二
十
九
日
に
公
民
館
で
「
新

潟
薬
科
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
の
学
生
さ

ん
た
ち
を
講
師
に
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
「
や
っ
て

み
よ
う
科
学
実
験
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
回
五
十
人
近
い
小
学
生
が
参
加
を
し
ま
し

た
。
身
近
な
材
料
を
使
っ
た
面
白
く
て
不
思
議

な
科
学
実
験
に
、
将
来
は
薬
科
大
学
に
入
り
た

い
と
言
う
子
も
い
る
な
ど
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

親
子
チ
ḕ
レ
ン
ジ
教
室

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

見事な
オニバスの花

初めてのチャレンジ▲
ザリガニ釣り

▲

ス
ラ
イ
ム
作
り
に
挑
戦
！

大学生のお姉さんがていねいに説明大学生のお姉さんがていねいに説明大学生のお姉さんがていねいに説明

あと５歳！ 若く見られる習慣術

「秋葉区民ハイキング」参加者募集 

祖父母と孫の学級

 家の灯りを消してスローな夜を

第５回 ふれあいキャンドルナイト in こすど

回 月／日 「テ ー マ」（内容） 講    師

「はなす」
地域ライフを充実させるための『社交コミュ力』
（あいさつ、自己紹介、司会など）

VOICE VISION 代表
フリーアナウンサー　
松井　弘恵

10／２
（水）

１

回 月／日 内　　　容 講    師

≪はじめの会≫
顔合わせと紙芝居

秋葉かみしばいクラブ
「あおぞら」

10／26
（土）

１

≪体を動かそう≫
お座敷でスリッパ卓球

スポーツ振興会
11／30
（土）

２

≪折紙にチャレンジ≫
クリスマス・お正月に飾る折紙

折紙サークル
内山　信子

12／７
（土）

３

≪ケーキ作り≫
クリスマスケーキを作る

東日本料理協会師範
中野　直美

12／21
（土）

４

≪お別れ会≫
軽食パーティーと記念撮影

東日本料理協会師範
中野　直美

１／18
（土）

５

「いろどる」
おしゃれのポイントは指先　ネイルアートに挑戦

フリーネイリスト
若杉ちひろ

10／９
（水）

２

「つながる」
ちょっと一息『茶話会』
気軽なおしゃべりを楽しみましょう！

カフェマスター
中島　　純

10／16
（水）

３

「ひきしめる」
メリハリのある肉体に！
ボディメンテナンス

ボディワークスタジオ
ガレージ-1主宰
水科江利子

10／23
（水）

４

「よそおい・かなでる」
着物に三味線・鉦・太鼓の邦楽器
和のある暮らしで気品を磨く

朝川会主宰・三味線演奏家
朝川　玲伎
むらき呉服店　村木　政寛

10／30
（水）

５

会　場：新津地域学園　　時　間：午後７時～９時

対　象：40歳以上の方（定員30人）

参加費：無料〈第２回（材料費）第３回（お菓子代）は実費〉

申込み：９月18日（水）～27日（金）までに新津地区公民館へ　TEL.22-9666

問合せ：新津地区公民館　小須戸地区公民館　

日　時　10月12日（土）午後３時30分～６時

会　場　小須戸地区公民館　駐車場

内　容　キャンドルアート，ステージショー（ギター，

　　　　二胡），スリッパ卓球，作って遊ぼう，押し花

　　　　でしおり作り，喫茶ほっとカフェ等

対　象　どなたでも

主　催　小須戸小学校区コミュニティ協議会

協　力　山の手コミュニティ協議会

※当日はキャンドルアートのため、公民館前の駐車場が使用できません。

　お近くの方はなるべく徒歩か自転車でおいでください。　　　　　

　2012年に開業した高さ634Ｍのスカイツリーと同じ高さを弥彦山山頂から
体感してみませんか
開催日　10月20日（日）雨天決行　　　　　定　員　45人（中学生以上）

　　　  雨天特別コース設定しています。 参加費　３，０００円　　　　　　　　　

行き先　弥彦山                         主　催　秋葉区　　　　　　　　　　　　　 

出発場所・時間　                       問合せ　新津Ｂ＆Ｇ海洋センター　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　小須戸出張所/午前6時50分　　　　       ℡２３－４８００                 　　　　　　　

        秋葉区役所駐車場/午前7時                  　　　　

申込み　10月１日（火）まで　　　　　　　

　　　　新津Ｂ＆Ｇ海洋センターおよび秋葉区地域課文化スポーツ係まで　　　

対　象　小学生とその祖父母(同居でなくても可)　 定員　13組

参加費　1,500円(初回にいただきます)　 　　　 　会場　小須戸地区公民館

申込み　小須戸地区公民館　　　　　　　　　      締切　10月19日(土)

時　間　午後１時30分～３時30分

　お孫さんと一緒に参加しませんか


